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は じ め に

日本海栽培漁業漁場資源生態調査の一環 として､マガレイの種苗生産VCついて､基礎的資料を得るこ

とを目的としてかこをったo

試 験 期 間

昭和46年5月～10月

試 験 項 目

1. 水温別､流止水別ふ化試験

2. 餌科別飼育試験の Ⅰ (全長 20m 未満)

3. 水温別飼育試験

4. 密匿別飼育試験

5. 餌料別飼育試験のTT(全長 20M 以上)

試 験 結 果

1. 水温別､流止水別ふ化試験 (第 1表参照)

ふ化水温を 12℃､16℃､22℃とした場合､12℃と16oCのふ化率は60%前後であり､22

℃は 0%であった｡ふ化所要時間は ､ 12℃で96時間､16℃で62時間内外であった｡

流水 (300(㍊/min)と止水 (通気)では､ふ化率は33%と62%であった｡流水の場合､試

験装置に不備夜点があD､ふ化率は これより上廻るものとみられる｡この点についてはさらに検討し

たい0

2. 餌料別飼育試験のⅠ (全長20mm未満)

シオ ミズツポワムシ､凍結シオ ミ ズツボワムシ､凍結イガイラーバーにそれぞれアルテミアふ化幼

生を加えて､ほぼ底棲移行が終るまで飼育した結果､生残奉は 10%､63%､58%であった｡シ

オ ミズ ツポワムシが最もよい結果を示すものと予想されたが､このよう充結果に充ったのは､通気管

破損によるエアーの停止で23尾の柴死を出したことや､オバーフロー､凍結餌料の授餌期間が短い

充ど､欠陥が多く､餌科効果は明らかで夜かった｡

3.水温別飼育試験

変態前の仔魚の飼育水温として､13℃､17- 20℃､22℃を比較した結果､17- 20℃区

がよい歩留を示したo

※ 詳細は昭和 46年匿日本海栽培漁業資源生態調査結果報告書 (昭和47年2月)､

青森県水産試験場､に発表した｡
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4･ 密変則飼育試験 (第2表参照)

暫定区分を4､8､12尾/A (2･5､5･0､7･5尾/loom) として飼育した結果､8尾/必

(5尾/100cm2)以下が適当と考え られた｡

5･餌料別飼育試験のⅡ (全長 20m 以上)

アサ 1)､チクリオパス､アルテミ了のそれぞれに配合餌科を加えて飼育した結果､アルテミ了､チ

クリオパスが歩留､成長ともによい値を示した｡

6･ そ の 他

1)体色素異常個体について (第 3表参照)

カレイ類を種苗生産 した場合､体色素の異常充 (白化)個体が出現する現象はすでに報 告され
ているが､マガレイにおいても､46- 86%と高率で白化個体が出現 した0

2)反有限側個体につVlて

有限側が反対､即ち左側にある個体も観察されたが､その出現頻変は 5.2-9.6% であった｡

第 1表 水温別､流止水別ふ化状況

水 槽 区 分 収 零 卵数 ふ 化 率 死 卵 数 未ふ化卵数 仔 魚 生

仔 魚 死 計12℃ 200 60.2% 72粒 2粒 1
10尾● 2尾 18618 200 81.0 69 0 91 17 177

22 20∩ 0 200 0 0 0 200

16.oC 流水 200 55.5 52 0 19 7 78止 水 20口 62.0 75 0 120

4 197(註) ふ化率は計算できた教に対する仔魚の割 合で

示した｡第 2表 密直別飼育結果収 容 暫 定 生 残 数 生 残 率 平均全長 (範囲) 眼の

転移不完全個体比100(4/A)尾 64尾 64.0% 19.8 (1

2.5- 52.0)n2m 26.7%200 (8/必) 129 64.5 17.8 (10.5- 26.
0) 14.0500 (12/必) 168 56

.0 15.4 ( 9.5- 28.0) 59.2第3表 体色素異常個体の出

現状況飼 育 容 器 収 窄 暫 定 正 常 個 体 異 常 個 体 調 査 尾

数パ ン ラ イ ト50.a

透 明 4尾/必 11尾 55

% 22尾 87% 55

尾0 0ー 9 100 98
16 57 27 占5 450 0 7 100 7
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